
農業集落排水事業特別会計［上下水道部 下水道課 所管］ 

１．概 要 

 農業集落排水事業は、農業用水域の水質保全及び農業生産の増大並びに生活環境向上を目的に、

大口、長須、猿島西部、猿島北部、猿島中部、猿島東部の６地区で事業を進めてきた。 

平成２２年度からは、６地区すべてが供用を開始している。令和３年度も引き続き接続率の向

上を図るとともに、処理施設の的確な運転・保守点検等の維持管理に努める。 

 

２．歳入の状況 （単位：千円、％）

構成比 構成比

1. 分担金及び負担金 分 担 金 1,336 0.4 2,454 0.7 △ 1,118 △ 45.6

2. 使用料及び手数料 61,830 16.5 61,522 18.2 308 0.5

使 用 料 61,814 16.5 61,493 18.2 321 0.5

手 数 料 16 0.0 29 0.0 △ 13 △ 44.8

3. 繰 入 金 他 会 計 繰 入 金 300,339 80.4 263,048 77.6 37,291 14.2

4. 繰 越 金 繰 越 金 6,060 1.6 11,743 3.5 △ 5,683 △ 48.4

5. 諸 収 入 雑 入 1 0.0 0 0.0 1 皆増

6. 県 支 出 金 県 補 助 金 4,000 1.1 0 0.0 4,000 皆増

373,566 100.0 338,767 100.0 34,799 10.3

３．歳出の状況 （単位：千円、％）

構成比 構成比

1. 農業集落排水事業費 農業集落排水事業費 149,662 40.8 116,129 34.9 33,533 28.9

2. 公 債 費 公 債 費 216,943 59.2 216,578 65.1 365 0.2

366,605 100.0 332,707 100.0 33,898 10.2

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計

款 項 令和2年度 令和元年度 増減額 増減率

令和元年度 増減額 増減率

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計

款 項 令和2年度

 

４．収支の状況                    （単位：千円） 

区   分 金   額 

1．歳 入 総 額 373,566 

2．歳 出 総 額 366,605 

3．歳 入 歳 出 差 引 額 6,961 

4．実 質 収 支 額 6,961 

 

５．滞納額の状況 

（款）２使用料及び手数料                         （単位：円、％） 

項  目 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 収納率 

農業集落排水事業使用料 62,112,400 61,813,600 0 298,800 99.5 

  現年分 61,817,000 61,748,600 0 68,400 99.9 

  滞納繰越分 295,400 65,000 0 230,400 22.0 



○農業集落排水施設管理費（01010201～06） 107,311,163 円（91,276,659 円） 決算書 P465 

〈その他：61,813,600 円 一財：45,497,563 円〉 

＊特定財源積算根拠 

  ・使用料：農業集落排水事業使用料     61,813,600 円 

（目的） 

  農業集落排水供用地区の生活環境改善を図り、公共水域の水質保全に寄与するため、農業集

落排水施設の的確な運転、保守点検等の維持管理に係る経費。 

（内容） 

  ・処理施設維持管理業務委託   26,431,000 円 

  ・汚泥処理委託料        18,047,628 円 

  ・修繕料            39,869,500 円 

  ・光熱水費           21,411,886 円 

（効果） 

  農業集落排水施設（6地区）において、令和 2年度に年間 529,759、1日平均 1,451の汚

水を回分式活性汚泥方式、間欠ばっ気方式で処理し、公共用水域の水質保全が図られた。 

 

○管路維持管理に要する経費（01010207） 2,204,400 円（3,589,900 円） 決算書 P469 

〈その他：1,336,000 円 一財：868,400 円〉 

＊特定財源積算根拠 

  ・分担金：受益者分担金           1,336,000 円 

（目的） 

  農業集落排水区域から排水される汚水を流下させる管渠の維持管理を行う。また、新規加入

使用者の公共桝設置を行う。 

（内容） 

市内 6処理施設の管路維持管理に係る経費。 

（効果） 

  公共桝設置工事、路面補修工事の実施により、供用区域の拡充と適正な管理、通行の安全性

が図られた。    

 

○地方債償還に要する経費（02010101） 174,897,420 円（171,267,774 円） 決算書 P473 

〈一財：174,897,420 円〉 

（内容） 

 ・地方債元金償還金 

令和元年度末現在高         2,269,558,153円 

令和2年度元金償還額              174,897,420円 

財務省               94,908,182円 

地方公共団体金融機構        79,624,943円 

常陽銀行              364,295円 

   令和2年度末現在高              2,094,660,733円 

 

○地方債償還に要する経費（02010201） 42,045,208 円（45,310,441 円） 決算書 P473 

〈一財：42,045,208 円〉 

（内容） 

 ・地方債利子償還金 

    財務省 24,227,674 円  地方公共団体金融機構 17,790,071 円 

    常陽銀行   16,414 円  筑波銀行  11,049 円 



 

坂東市農業集落排水事業接続率（令和 3年 3月 31 日現在）      

（単位：戸、人、％） 

 受益戸数  接続戸数 使用戸数 休止戸数 使用人数 接続率 

大  口 169 159 145 14 516 94.1 

長  須 754 558 546 12 2,236 74.0 

猿島西部 132 119 111 8 544 90.2 

猿島北部 263 199 190 9 688 75.7 

猿島中部 150 117 112 5 408 78.0 

猿島東部 242 160 159 1 583 66.1 

計 1,710 1,312 1,263 49 4,975 76.7 

 

 


